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二月 以来、 わたし は 自分の 仕事が 忙 がしい ので、 半 

うち 

七 老人の 家へ 小 半年 も 無沙汰 をして しまった。 なんだ 

か 気になる ので、 五月の 末に 無沙汰の 詫びながら 手紙 

を 出す と、 すぐ その 返事が 来て、 来月 は 氷 川 様のお 祭 

こわめし 

りで 強飯で も 炊く から 遊びに 来て くれとの ことで あつ 

た。 わたし も 急に 老人に 逢いた くな つて、 そのお 祭リ 

の 日に 赤 坂に 出て 行く と、 途中から 霧の ような 雨が 

降って 来た。 

「あいにく 少し 降って 来ました」 



かりで、 蛇なん ぞ 棲んで いそうな 害はありません し、 

どこから 這 入って 来たの か 一向 判りません。 それです 

から 近所で まあ、 いろいろ のこと を 云 うんです が …… 」 

と、 家主の 胸に も 歌 女 代の 亡霊 を 描いて いるら しかつ 

た。 

「蚊帳の なか を 見ても 宜し ゆう ございま すか」 

あ ら -. - 一 

「どうぞお 検 めく ださい」 

半 七の 身分 を 知っている 家主 は 異議なく 承知した。 

半 七 は 起って 次の間へ ゆく と、 ここ は 横 六 畳で、 隅の 

おきと こ たいしゃく 

壁 添いに 三尺の 置 床が あって、 帝釈 様の 古びた 軸が 

かかって いた。 蚊帳 は 六 畳 いっぱいに 吊られて いて、 



視 いた。 

半 七 は 蚊帳 を まくって はいった。 

「薄暗く つてい けね え。 庭の 雨戸 を 一枚 あけて くれ」 

と、 半 七 は 云った。 

源 次が 起って 南向きの 雨戸 を あける と、 もう 六ッ (午 

前 六 時) すぎの 朝の 光り は、 庭から 一 度に さっと 流れ 

込んで、 まだ 新しい 蚊帳の 波 を まっさおに 照らした、 

死んだ 女の 顔 はいよ いよ 蒼く 映って 物凄く みえた。 そ 

の 蒼 ざめ た腮の 下に 黒く なめらかに 光る 鱗 のよう な 

ものが 見えた ので、 蚊帳の 外から 気味 悪そう に靦 いて 

いた 源 次 は、 思わず 顔 を あとへ 引いた。 



い 男が こっちの 話に 聴き 耳 を 立てて いるら しく、 時々 

ぬす 

に 偸む ような 眼 をして 二人の 顔色 を 窺って いるの が 半 

七の 眼に ついた。 

「おい、 あの 男 はなんだ。 おめえ 知らね え か」 と、 半 

七 は 小声で 源 次に 訊いた。 

きよ-つじ や 

「あれ は 町内の 経師 職の 枠で、 弥三郎 というん です」 

「師匠の 家へ 出這入り する こと はねえ か」 

「去年まで は 毎晩 稽古に 行って いたんで すが、 若い 師 

匠が 死んで から ちっとも 足踏み をし ねえよう です。 あ 

いつば かり じゃあね え。 若い 師匠が いなくな つてから、 

大抵の 男の 弟子 は みんな 散って しま つ たようで すよ。 



かった。 日が 暮れる と、 源 次が こっそり たずねて 来て、 

お化け 師匠の 検視 はけさ 済んだ が、 人が 殺した か 蛇が 

殺し たかは 確かに 決まらない らしかった と 話した。 ふ 

だんから 評判の よくない 師匠 だけに、 所詮 は 蛇に 祟ら 

れ たという ことに 決められて しまって、 あとの 面倒な 

詮議 はない らしい と 云った。 半 七 はた だ 笑って 聴いて 

いた。 

と むれえ 

「師匠の 送葬 はいつ だ」 

「あしたの 明け 六ッ半 (午前 七 時) だそう です。 別に 

これと いう 親類 もない ようです から、 家主 や 近所の 者 

が 寄り あつまって 何とか 始末 をす るで しょうよ」 と、 



源 次 は 云った。 

松吉の 方から は その 晚 なんの 消息 もなかった。 あく 

とむらい 

る 朝、 半 七 は 師匠の 送葬の 様子 を 窺いながら 妙 信 寺へ 

出かけて ゆく と、 師匠の 遺骸 は 駕籠で 送られて、 町内 

の 者 や 弟子た ちが 三 四十 人 ほど も 付いて 来た。 その 中 

に は 源 次がい やに 眼 を 光らせて いるの も 見えた。 経師 

職の 息子の 弥三郎 が 蒼い 顔 をして いるの も 見えた。 女 

中のお 村の 小さい 姿 も 見えた。 半 七 は 知らん顔 をして 

隅に 行儀よ く 坐 つ ていた。 

読経が 終 つ て、 遺骸 は 更に 焼き場 へ 送って 行かれた _ 

会葬者が 思い 思 い に 退散す るう ちに、 半 七 はわ ざと 後 



て いたが、 とうとう 思い切つ てこん な こと を 白状した _ 

若い 師匠が 死んで ひと 月ば かリ 経つ と、 歌 女 寿が 経師 

職の 店へ ぶら りと 来て、 店に 仕事 をして いる 弥三郎 を 

表へ 呼び出した。 娘の 三十 五日の 配り物 や 何 かにつ い 

うち 

て 少し 相談したい ことがあ るから、 今夜ち よいと 家へ 

来て くれと 云う のであった。 その 晚 出て ゆく と、 配リ 

物の 話 は 付けたり で、 師匠 は 弥三郎 にむ かって 自分の 

家の 婿に なって くれない かと 突然 云い 出した。 頼りに 

していた 娘に 別れて 何分 寂しくて ならない から、 お前 

さん を 見込んで 頼む、 どうぞ 養子に なって くれと 云つ 

た。 



らく そこにい たが、 お 村 は なかなか 帰って来なかった。 

とむら い 

待ちくたびれて 源 次の 家へ ゆく と、 これ も 送葬の 帰り 

にど こへ か 廻った とみえて、 まだ 帰って来な いと 女房 

が 気の毒 そうに 云った。 女房 を 相手に 二 つ 三 つ 世間話 

をして いるう ちに、 やがて 上野の 鐘が 四ッ (午前 十 時) 

を撞 いた。 

「御 符売リ も 山の 手へ 登つ たん じゃあ、 どうせ 午す ぎ 

でな け リゃぁ 帰る めえ」 

半 七 は その 間に 二、 三 軒 用達 をして 来ようと 思って、 

早々 に 源 次の 家 を 出た。 それから 龃け 足で 二、 三 軒 ま 

ひるめし おんま やが し わたし 

わ つ て 途中で 午 飯 を 食って、 御ー旣 河岸の 渡 に 来たの は、 



八ッ (午後 二 時) 少し 前であった。 ここで 本 所へ 渡る 

船 を 待って いると、 一と 足お くれて この 渡へ 来たの は 

菅笠 を かぶった 四十 恰好の 色の 黒い 男で、 手 甲 脚絆の 

草鞋が け、 頸に 小さい 箱 を かけて いた。 それが 池 鯉 鮒 

の御符 売りで ある こと は 半 七に もす ぐに 覚られ たので、 

物に 馴れて いる 彼 も 思わず 胸 をお どらせ た。 松吉 から 

先刻 訊いた の は 此奴に 相違ない。 年頃 も 弥三郎 から 訊 

いた 男に 符合して いる。 しかし 確かな 証拠 もない のに 

突然に 御用の 声をかける わけに も 行かない。 ともかく 

も 宿へ 帰る の を 突き 留めた 上で なんとか 詮議の しょう 

もあろう と 思って、 半 七 は问げ ない 風 をして 時々 に 彼 



みやが つたな。 これ、 池 鯉 鮒 さまの 罰が あたる ぞ」 

つつ) 

泥坊と 人な かで 罵られた 男 も、 やはり 四十 前後の 

ひとえもの 

男で、 紺地の 野暮な 単物 を 着て いた。 彼 は ほかの 乗 

合の手 前、 おとなしく 黙って いられなかった。 

「なに、 泥坊 …… 。 飛んでも ねえ こと を 云うな。 おれ 

が 何 を 盗んだ」 

「しらば つくれるな。 俺 はちゃん とてめ えの 面 を 覚え 

てい るんだ。 いけず うずう しい 野郎 だ。 どうす るか 見 

や あがれ」 

御 符売リ は 相手の 胸倉 を摑ん だままで 力ま かせに 幾 

たび か 小突き まわした。 男 も その 手 をつ かんで 捻じ 放 



「本 所の 安宿に 転がって いると、 丁度 そこへ 池 鯉 鮒の 

御 符売リ が 泊リ 合わせた もんだ から、 それから ふと 思 

い 付いて、 その 蛇 を 一匹 盗ん だんです。 そこで 蛇 を 見 

なかったら、 そんな 知恵 も 出なかった かも 知れません 

が、 師匠 も 坊主 も、 つまりお たがいの 不運です ね。 時 

候 は 盆 前、 娘の 一 周忌と、 うまく 道具が 揃ってい る も 

rclo- くち 

ん だから、 夜 ふけに 水口から そっと 忍び込んで、 師匠 

を 殺す、 蛇 を まき 付ける。 すべてお あつらえの 通りの 

怪談が 出来 あがつ たんです。 わたくし は 最初に 女中の 

お 村と いうのに 眼 をつ けて いたんで すが、 これ はよ く 

寝込んで いて 全くなん にも 知らなかった という ことが 
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